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市
内
各
地
の
最
近
の
話
題
や
、
名
所
・
旧
跡
を
紹
介
し
ま
す
。
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　秋らしいことをしたいと思い、
焚火で作る焼き芋に挑戦しまし
た。さつま芋を濡れた新聞紙で隙間
なく巻いてから、アルミホイルで包み
ます。焚火の端に置き、片面１５分ず
つの計３０分。串を刺し、抵抗なく
スッと通れば火が通っています。ホ
クホクして十分美味しかったのです
が、ねっとり感を出すには、もっと
じっくり火にかけると良いとか。（北）

　
９
月
16
日
、
都
賀
公
民
館
講
堂
に
て
日
立
栃

木
理
科
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
を
講
師
に
お
迎
え

し
、「
サ
イ
ク
ロ
ン
ク
リ
ー
ナ
ー
づ
く
り
」
の

講
座
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
サ
イ
ク
ロ
ン
ク
リ
ー
ナ
ー
の
原
理
に
つ
い
て

説
明
を
聞
い
た
後
、
親
子
で
作
成
に
取
り
組
み

ま
し
た
。
低
学
年
の
児
童
に
は
や
や
難
し
い
内

容
で
し
た
が
、
理
科
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
の
丁
寧

な
説
明
と
親
切
な
補
助
の
お
か
げ
で
、
全
員
完

成
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

サ
イ
ク
ロ
ン
ク
リ
ー
ナ
ー
を
作
ろ
う

と
ち
ぎ
花
セ
ン
タ
ー
で
は

色
々
な
企
画
展
を
開
催
し
て
い
ま
す

　

と
ち
ぎ
花
セ
ン
タ
ー
の
と
ち
は
な
ち
ゃ
ん

ド
ー
ム
で
は
、
11
月
12
日
ま
で
企
画
展
「
多
肉

と
サ
ボ
展　
古
代
ト
ゲ
文
明
と
タ
ニ
ー
ク
帝
国

の
謎
」
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
（
入
館
料
が
必

要
で
す
）。
人
気
の
多
肉
植
物
や
サ
ボ
テ
ン
の

展
示
と
あ
わ
せ
て
謎
解
き
の
問
題
が
掲
示
さ

れ
、
来
場
者
は
植
物
を
鑑
賞
し
な
が
ら
謎
解
き

を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

歩
こ
う
！
大
平
里
山
ハ
イ
キ
ン
グ
！

　
９
月
10
日
、
栃
木
市
観
光
協
会
企
画
に
よ
る

「
健
康
ハ
イ
キ
ン
グ
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
台
風
13
号
の
影
響
を
受
け
、
開
催
日
程
が
短

縮
さ
れ
て
し
ま
っ
た
も
の
の
、
当
日
は
、
市
内

外
か
ら
多
く
の
ハ
イ
カ
ー
が
訪
れ
ま
し
た
。
今

回
歩
い
た
の
は
、
一
面
の
ぶ
ど
う
棚
の
景
色
を

楽
し
む
こ
と
の
で
き
る
太
平
山
南
山
麓
で
、
大

平
地
域
自
慢
の
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
の
一
つ
で

す
。ゴ
ー
ル
地
点
の
プ
ラ
ッ
ツ
お
お
ひ
ら
で
は
、

旬
の
ぶ
ど
う
の
直
売
な
ど
も
行
わ
れ
、
多
く
の

人
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　９月１０日、西方町真名子地区にあ
る八

お び く に
百比丘尼堂の周辺に、ヒガンバナ

の球根１，０００個を植え付ける作業
が行われました。地域予算提案事業の
一つで、八百比丘尼堂周辺の景観を整
備し、より魅力のある観光拠点とする
ことで地域の活性化につなげようとす
るものです。地元自治会や、地域会議
委員、まちづくり実働組織わくわく隊
等から約３０人の皆さんが参加しまし
た。開花は来年以降になる見込みです。

地域予算提案事業で、ヒガンバナ球根を植え付け

　藤岡地域の中根八幡遺跡では、國學
院大學栃木短期大学と奈良大学が共同
で発掘調査を行っています。９年目と
なる今回は、発掘調査の現地説明会に
加え、縄文時代を体験できる「縄文ま
つり」が開催されました。石器で肉を
切り土器で煮込んだ縄文なべの試食
や、縄文時代の音楽や土器の文様付け
の体験、縄文時代の服を再現した試着
コーナーなど、参加者の皆さんは思い
思いに縄文時代を楽しんでいました。

中根八幡遺跡発掘調査～現地説明会と縄文まつり～

休日は、ウォーキングをしています。
この号が発行される頃には、秋らしく
涼しく過ごしやすくなっていると思い
ます。冬になると風が強く、寒すぎて
修行のようになってしまいますから、
はじめてみるにはいい季節かもしれま
せん。適度な運動は、質の高い睡眠に
も繋がり、よく眠れると疲れもとれま
す。同じく歩いている皆さんと挨拶を
交わすのも気持ちが良いです。（塚）

新栃木駅東口のロータリーでは、八重桜
や寒椿、百日紅、サツキなど、四季折々の花
を楽しむことができます。これは植栽を管理
する近隣の有志市民で構成する『新栃木駅東
口美化クラブ』による毎月第３土曜日のボラ
ンティア活動（４月～９月）のおかげです。
　美化クラブに参加する皆さんは、「景観がき
れいになると気持ちが良くて、作業は大変で
すけど、身体を動かすことは健康にも良いで
すよ。」「作業をとおして、地域の輪が広がる
ので嬉しい。」など笑顔で話してくれました。

新栃木駅東口  ボランティア

▲『新栃木駅東口美化クラブ』の皆さん

▲発掘現場を見学

◀石器や土器で
   調理した縄文なべ ▲縄文時代の再現衣装。とてもお似合いです♪

▲急な斜面にも植え付け ▲手分けをして作業します

▲ゴール受付。おつかれさまでした！ ▲緑の中、汗をふきふき進みます

▼展示内容は時期により変わります▼温室には大きなサボテンが植栽されています

◀
「
サ
イ
ク
ロ
ン
ク
リ
ー
ナ
ー
づ
く
り
」講
座
の
様
子
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